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わが国の陰暦での月の呼称は実に味わい深いものが

あります．10月は「神無月」で，11月は「霜月」，そ

して12月は「極月，師走」です．11月の「霜月」は

文字どおり「霜が降りる月」ですが，「神帰月」，「神

楽月」とも呼ばれているそうです．10月に出雲に出

かけた神様が地元にお帰りになり，各地では神様をお

迎えして収穫祭や秋祭りが行われるためです．そうい

えば11月23日の「勤労感謝の日」は，昔は「五穀豊

穣を感謝する収穫祭」でしたし，米国でも11月の第

4木曜日には「Thanksgiving Day」があります．北

半球の温帯から亜寒帯で同じような収穫，神様に感謝

する風習があるのは興味深いものがあります．「モッ

タイナイ」が世界語になりつつある昨今，神様からの

恵みに感謝することをもう一度考えてみるのもよいか

もしれません．

11月号をお届けします．今月号も読み応えのある

論文が掲載されています．“病気のはなし”では最近

注目の「慢性腎不全(CKD)」が取り上げられ，“技術

講座”，“Laboratory Practice”，“復習のページ”な

ども充実しています．“復習のページ”では「酵素ア

ノマリー」について最近の知見も含めた最新情報がわ

かりやすく解説されています．個人的には“TOPICS”

での「カプセル内視鏡を用いた消化管検査」を興味深

く拝読しました．食道・胃や十二指腸までは上部消化

管内視鏡で，直腸から上行結腸までは下部消化管内視

鏡検査で詳細な検査が可能となりましたが，小腸につ

いての内視鏡検査は未開の領域でした．これがカプセ

ル内視鏡により生体に負荷をかけることなく，検査可

能となったことは素晴らしいことです．PET-CT検

査も試してみましたが，今度はカプセル内視鏡にも

チャレンジしてみたいものです．

秋の夜長，神様，周りの人々に感謝しながら，「検

査と技術」をお読みください．

(高木 康)
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病気のはなし
心房粗動・細動 大塚崇之
技術講座
分析理論ツールその2：
酵素・POD・NADH検出系 大澤 進

心電図検査
臨床編(心電図波形異常の判読法) 土居忠文

温式自己抗体を保有する患者のための
不規則抗体検査と赤血球輸血 安田広康，他

オピニオン
輸血業務に関する人材育成業務の推進 星 順隆
疾患と検査値の推移
亜急性甲状腺炎 高野 徹
ワンポイントアドバイス
急性期DIC診断基準の考え方 朝倉英策，他

Laboratory Practice
病理：液状細胞診検査の新しい試み・4
穿刺細胞診(乳腺，肺，甲状腺) 平紀代美，他

生化学：アディポネクチンの測定法 前田和俊
生化学：プロカルシトニン測定の
臨床的有用性 玉置健一郎，他

生理：災害時における生理機能検査室
の対応 山崎まゆみ

微生物：食品の Clostridium perfringens
の検査法 三木康弘，他

病理：病理検査室のホルマリン対策 谷山清己
臨床医からの質問に答える
亜鉛(Zn)測定の臨床的有用性 上杉里枝，他

私の一推し免疫染色/一般検査室から 私の一枚/
ラボ・クイズ/トピックス/他
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